
すると、たぬきの子は、またもやぼ

んやりした顔をして、きちんと床へ

座ったまま、どうも分からないとい

うように首を曲げて考えていました

が、しばらくたって「たぬき汁です

か。たぬき汁なんて僕知りません」

と言いました。ゴーシュはその顔を

見て思わず吹き出そうとしましたが

また無理に怖い顔をして、「では教

えてやろう。たぬき汁というのはな

お前のようなたぬきをな、キャベツ

やニンジンと塩を混ぜて、くたくた

と煮てオレさまの食うようにしたも

のだ。」と言いました。するとたぬ

きの子はまた不思議そうに「おかし

いな。だって僕のお父さんがね、ゴ



ーシュさんはとてもいい人で、怖く

ないから行って習ってきなさいと言

ったよ。」と言いました。そこでゴ

ーシュもとうとう笑い出してしまい

ました。「お父さんは何を習ってこ

いと言ったんだ。俺は今とても忙し

いんだよ。それに眠いんだよ。」そ

れを聞くと、たぬきの子はにわかに

勢いがついたように、一歩前へ出ま

した。「ぼくは小太鼓の係りになっ

たのさ。だからセロへあわせてもら

って来いと言われたんだ」「どこに

も小太鼓がないじゃないか。」「そ

ら、これだよ。」たぬきの子は背中

から棒きれを二本出しました。「そ

れでどうするんだ。」「ではね、愉




